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1.問題と目的 的な特別支援教育の実施に寄与したいと考えて

ここ数年の聞に特別支援教育という名のも いるD

とに、軽度発達障害を持った生徒に対する正し

い理解と具体的な支援の方法が示されるように

なってきた。

しかし、筆者の勤務校やその地域の中学校に

おいて、筆者を含め教員が発達障害についての

理解を正しく行っているとはいえない状態であ

った。 ADHDと思われる授業に集中できない

生徒を「がまんしなさしリと職員室で長時間に

わたり厳しく指導する。 LDと思われる生徒に

対しては「家庭での勉強不足が理由で小学校の

内容で、つまずいている」と決め付ける。高機能

自閉症やアスペルガー障害と思われる生徒に対

しては「みんなと仲良くしようとしない変わっ

た子j としづ見方をする。以上のように知識不

足のために誤った指導を行ったり、教師の指導

の域を越えていると見がちで、あった。

本研究では、本格的に特別支援教育が始ま

る前のA市の小中学校における校内コーディネ

ーターの現状と、どのような特別支援教育に関

する校内研修が必要とされているのかを調査し、

効果的な校内研修を開発し、行うことを第 lの

目的としている。

さらに、著者の勤務するA市立B中学校で軽

度発達障害の状態を持つ生徒にかかわる教師が

彼らをどのように意識し、実際にどのような支 まず、実践前にA市立小・中学校の特別支援

援がなされているのかを調査することで、本格 教育校内推進教員の特別支援教育に対する意識，

2.方法

本研究は、次のような内容により構成されて

いる。

(1) A市立小中学校の校内推進教員の意識，

校内研修の実施状況の調査

(2005年3月2日発送3月25日〆切:アンケー

ト①)

(2) A市立B中学校第3学年在籍生徒の軽度

発達障害の状態を示す生徒の実態調査 (2005 

年6月6日""'10日)

(3) A市立B中学校第3学年会議での事例検

討・具体的な支援の検討(2005年 6月 10日

16 : 30""' 1 7 : 30 :アンケート②)

(4) A市立B中学校第3学年の教員に対する

面接(半構造化面接)(2005年度夏期休業中 (30

分程度)) 

(5) A市立B中学校夏季現職教育による校内

研修(2005年8月 19日 9: 30""' 12: 00 :アンケ

一ト③)

(6) A市立B中学校教員の校内研修2ヶ月後

の変化に関する調査(2005年 10月 16日:アン

ケート④)
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校内研修の実施状況に関するアンケート調査を

行った。小学校 52校、中学校 18校の合計 70

校が対象である(1) 0 

次に、 A市立B中学校第3学年の筆者の担当

教科の授業にティームティーチングの形で通常

学級の5学級に 1週間入札生徒 190名を対象

に授業中の行動観察を行うとともに学年の教師

から情報をもらって軽度発達障害の状態を示す

生徒の実態調査を行う (2)。

その結果を実態調査の最終日にA市立B中

学校第3学年の教員9名を対象に学年会議で報

告するとともに、事例研究会を行った(3)。

そのとき参加した第3学年の教員のうち 6

名に 1ヵ月後に聞き取り調査を行った (4)。

さらに、 A市立B中学校全教員 24名を対象

に夏季現職教育において校内研修を行い事後の 5.聞き取り調査やアンケートでの自由記述

アンケートを行う (5) とともに、 2ヵ月後に のなかで特別支援教育が始まったら医療との連

その後の変化を調査する目的でアンケート調査 携はどのようにするのか，本人や周囲の生徒に

校における取り組みの差がはっきり表れ，中学

校での取り組みの遅れが顕著で、あった。

3.校内研修では 一般論としての「軽度発

達障害の知識Jr具体的な支援の方法」に加え，

特定の生徒に関する「校内の事例研究」が重要

であると思われているということがわかった。

4.校内の事例研究において， K]法を用い

たワークショップ型事例研究会は有効で、あった。

また， 1度経験することにより，次回からは誰

でもファシリテーターになることができ，参加

者も回を重ねるほうが短時間で内容のある検討

ができると感じていた。

を行った (6) 0 対し，障害のことをどのように理解させればよ

いのかといった疑問がでてきた。このような疑

3.結果と考察

1. A市では小中学校ともに，障害児学級の

担任が校内コーデ、ィネーターを兼務しているこ 6.軽度発達障害の状態を示す生徒の支援とし

とが多い。特に中学校ではその傾向が強い。し て，個別にかかわることとともに学級作りの中

聞に対して丁寧に答えていく必要がある。

かし，障害児学級の担任の職務は校内コーデ、イ で周囲の生徒の理解を促すことが重要であるこ

ネーターをしたからといって軽減できるもので とがわかった。

はなく，結果的にコーディネーターとしての役

割を十分に果たすことができない場合が多い。

また，特別支援教育を行うのはすべての教師で

あるというように意識改革を行う必要があり，

障害児学級の担任だけに頼るのは望ましくないむ

4.おわりに

この研究を行なったことにより特別支援教

育に関することを様々な角度から考えることが

できた。この研究が特別支援教育を進める上で

少しでも役に立てばと願うとともに，著者自身

2.昨年度A市の小中学校で行われた校内研 が現場に戻った後、この研究を通して学んだこ

修の回数で、最も多かったのは小学校で、2回，中 とを生かして特別支援教育の充実に貢献したい

学校ではO回で、あった。このことから，小中学 と思う D
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